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雨
乞
い
の
龍
神
祭
る
古
社

室
生
龍
穴
神
社
（
宇
陀
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
宇
陀
市
室
生
１
２
９
７

（
祭
神
）
高
龗
神

（
文
化
財
）
本
殿
は
県
指
定
文
化
財

（
交
通
）
近
鉄
・
室
生
口
大
野
駅
か
ら
バ

ス
｢
室
生
龍
穴
神
社
｣
下
車
す
ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

室
生
龍
穴
神
社
本
殿
‖
宇
陀
市
で

室
生
龍
穴
神
社
は
、
雨

乞
い
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る

高

龗

神
を
祭
る
古
社
で

す
。神
社
の
背
後
の
岩
窟
を
、

龍
神
の
す
む
「
龍
穴
」
と
し

て
祭
っ
た
こ
と
を
起
源
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
龍
神
は
、
も
と
も
と

奈
良
の
興
福
寺
の
猿
沢
池
に

す
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
奈
良
時
代
、
帝
の
寵
愛
が

薄
れ
た
こ
と
を
悲
し
ん
だ
采

女
が
池
に
身
投
げ
し
ま
し

た
。
こ
の
穢
れ
を
嫌
っ
た
龍

神
は
、春
日
山
の
奥
に
潜
み
、

さ
ら
に
室
生
に
や
っ
て
来
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
現
在
こ
の

岩
窟
は
「
妙
吉
祥
龍
穴
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
龍
穴
の
前

に
は
清
水
が
蛇
行
し
た
龍
の

よ
う
に
流
れ
、
厳
か
な
雰
囲

気
が
漂
い
ま
す
。

本
殿
は
一
間
社
春
日
造
り

（
正
面
の
柱
間
が
一
つ
の
切

妻
屋
根
で
、
棟
と
直
角
な
面

に
入
口
が
あ
る
様
式
)
で

奈

良
の
春
日
大
社
若
宮
社
の
旧

社
殿
が
江
戸
時
代
の
１
６
７

１
（
寛
文

）
年
に
移
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

拝
殿
は
、
徳
川
五
代
将
軍

綱
吉
の
生
母
・
桂
昌
院
の
援

助
を
受
け
、
室
生
寺
の
般
若

堂
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
わ

り
ま
す
。
拝
殿
の
正
面
に
は

「
善
如
龍
王
社
」
の
扁
額

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
龍
の
神
様「
善
如
龍
王
」

を
祭
り
、
こ
の
神
社
の
こ
と

を
「
龍
王
社
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

秋
祭
り
に
は
黒
と
赤
の
た

て
が
み
の
二
頭
の
獅
子
が
、

鈴
や
剣
を
持
っ
て
神
楽
を
勇

壮
に
奉
納
し
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
副
理
事
長

松
浦
文
子
)


